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〈巻頭言〉リニューアル後5周年という節霞にあたり
博物館長杉原重夫
　本学博物館は，2009年5月1日に発行された『大学ランキング』（2010年版，朝日新聞出版）の大学博
物館ランキング「利用者サービスが行き届く」部門で1位となりました。他に展示物や利用者サービス面
でも上位にランクされており，館長としては誠にありがたく喜ばしい限りです。実際，当館のリニューア
ルオープと後の5年間は，入館者数，博物館講座の受講者数，年間総開館時間数，図書室利用者数などが
増加の一途をたどってきました。2009年9Aにはリニューアルオープンから数えて30万人目の来館者を，
25万人目からはたった9ヶ月で達成しております。これもひとえにスタッフをはじめとする関係各位の尽
力の賜物と感謝しております。
　さて，5周年という節目を迎えた展示活動は，バラエティに富んだ充実した内容となりました。春には，
国際日本学部開設記念事業として，同学部と博物館共催「“クール・ジャパン”を科学する：世界が注目す
る日本文化」と題した特別展を開催しました。これは，「パフォーミング・アートに見るクール・ジャパン」
「日本のアニメ文化の歴史」「外国人による日本研究の名著」など多彩な展示によって国際日本学部の特色
紹介というPRも兼ねておりましたが，さらに学内の日本研究にかかわる国産ロボット研究の理工学部や
図書館の黄表紙・洒落本紹介なども加わりました。「アメリカで急成長する日本マンガ」などの展示があっ
たせいか若年層の来館者を多く引き込むことができ，日本文化を存分に発信できたのではないかと思って
おります。
　続いて，秋の特別展「氷河時代の山をひらき，海をわたる」では，本学の考古学分野の一時代を画す旧
石器時代の面目躍如といえる展示会となりました。これは，私たちと同じ創造力や社会的な能力をもった
現代人（ホモ・サピエンス）が，日本列島に登場したのはいつで，どんな足跡を残したのか黒耀石利用の
「パイオニア」たちは日本列島をひらいた「パイオニア」でもあったのだろうか，という問題提起を掲げ，
日本列島人類文化の起源と謎を仮説をまじえ浮き彫りにしました。様々な石器をはじめ港川原人やナウマ
ン象のレプリカを展示し大小合わせた華やかな展示会となりました。
　このような華々しさとは異なりますが，2008年度も公開講座，博物館実習，地域連携事業，ボランティ
ア研修や友の会への学習支援，調査研究活動などが多岐にわたって行なわれました。これらひそかに奮闘
したとも言える活動の軌跡は，この冊子でご覧いただければと存じます。
　大学の経営環境は，社会全体が昨今の一貫した行財政改革の名のもとに緊縮財政がはかられるのと同様

